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教頭 松 岡 達 也 

 

 この詩は金子みすゞさん(1903-1929)（大正時代末期から昭和時

代初期にかけて活躍した日本の童謡詩人）です。 

 「みんなちがって、みんないい」。本当は当たり前のことなのに、

一つの基準で全ての価値を決めてしまいがちな現代において、この

言葉は人々の心に鋭く優しく響きます。 

   

 

 

 

 

 

 

さて、7年前にコアラやオペラハウスなどで有名なオーストラリアに研修に行った時にダイバーシティとい

う言葉を聞きました。日本語で言うと「多様性」という言葉になります。 オーストラリアという国は移民の

国でもあり国民の 4 人に１人はオーストラリア以外の国で生まれた人たちです。総人口の約８割をイギリス

やアイルランド系移民の子孫が占め、その他、イタリアやギリシャなどヨーロッパ各国や南北アメリカ、アジ

ア、太平洋諸国、中近東から移住した人々、そして先住民族のアボリジニとで、国家が形成されています。シ

ドニーで話されている言語だけでも 237もあるそうです。実に多様な国ですが、みんながそれぞれの違いを認

め合って生きています。困っている人がいると周りの人たちが手をさしのべることが当たり前の国なのです。

日本人が留学に行くとピアサポーターと呼ばれる同じ学校の生徒が助けてくれます。日本は「郷に入れば郷に

従え」「和をもって貴
とうと

しとなす」という言葉があるように調和を大事にする国

です。近年外国の方が増えてきているとはいえ、まだまだオーストラリアのよ

うな多様な国の方がいる状態ではなく、互いの違い(言語、文化、年齢、性別、

人種、宗教など)を認め合うやさしい社会を今後さらに目指していくことが重

要であると感じます。同じように障がいのある人もない人も互いの違い(多様

性)を認め合い共に協力しながら生きていくことのできる共生社会を作って

いくことが必要だと思います。  

鈴と、小鳥と、それから私 

 

 

   わたしと小鳥と鈴と 

 

わたしが両手をひろげても  

お空はちっとも飛べないが  

飛べる小鳥はわたしのように  

地面（じべた）をはやくは走れない 

 

わたしがからだをゆすっても  

きれいな音は出ないけど  

あの鳴る鈴はわたしのように  

たくさんなうたは知らないよ 

 

鈴と小鳥と それからわたし  

みんなちがって みんないい 

オペラハウス 



 みすゞさんの詩をよく見ると、「私と小鳥と鈴と」という題で始まっているのに最後には「鈴と、小鳥と、

それから私」と「私」が最後になっています。私は私でいいんだの前にあなたはあなたでいいということです。

ですから、「私と小鳥と鈴と」という題で始まって、それぞれのすばらしさに気づいて、まなざしが変わり、

「鈴と、小鳥と、それから私」と、私が最後にくるのです。 

 もう一度、「私と小鳥と鈴と」を声に出して読んでみてください。きっと、やさしい気持ちになることでし

ょう。 

※ 夏季休業中より､大規模改造工事を 2 カ年をかけて行います。今年度は校舎の外工事と寄宿舎の中工事を

予定しています。御理解と御協力をお願いします。 

 

 

 

 

 

「社会見学～1年～」                1学年 畠 山  建 

 

1週間前から当日の朝まで雷を伴う雨との予報でしたが、雨に悩まされることなく社会見学を終えることが

できました。 

 さて、この行事は総合的な学習の時間「地域を知ろう」の一環として行われる学習です。米どころ新篠津で

学校生活を送る私達は、まず、石狩のお米の集積精米工場の見学をしました。精米、包装等の設備の稼働や食

味検査の様子の見学に加えて、お米そのもののことを学べる施設となっていて、生徒はメモをとりながら興味

深く見学していました。 

 次に向かったのは道庁の所在地札幌です。社会への理解を深めるための自主研修で、学級ごとに設定したテ

ーマに応じて大通り、宮の沢、新札幌などで昼食や散策を楽しみつつ、研修をしました。地下鉄を利用したり

公共施設を利用したりするなど、自分達だけでの活動は、もともと札幌に住んでいる生徒にとってもほとんど

札幌に来たことのない生徒にとっても楽しい経験となったようでした。 

 

 

 

 

 

 

各学年より 

 



「宿泊研修～2 年～」              2学年  麻 畑 佳代子 

 

6月 13日（水）から、2泊 3日の日程で宿泊研修に行きました。

「ルールやマナーを身に付ける」「自分の役割を果たす」「友達と協

力する」という 3 つの目標の下、学級別の自主研修や大雪青少年交

流の家での活動プログラムなどに取り組みました。 

 旭川市内の学級別研修は、事前に見学先や昼食場所を話し合い各

学級とも学科の特性や生徒の興味関心を考慮した内容となりまし

た。 

 2 日目は朝からあいにくの天候で、午前は屋内でスポーツレクや

DVD 鑑賞を実施しました。午後からは雨も上がり、望岳台を目指すコースと不動の滝を目指すコースに分か

れてハイキングに出掛けました。結果的には、晴天時雨天時両方のプログラムを行うことができ、夜のキャン

ドルのつどいと合わせ、充実した一日となりました。 

すっり天候が回復した最終日は、上富良野町のトリックアート

美術館を見学した後、みんなでバーベキューを堪能しました。 

寒さに震え続けた宿泊研修でしたが、仲間と協力し合うことの

大切さを実感しながら思い出深く、また心は温まる貴重な体験を

することができました。 

  

 

 

 

「見学旅行を終えて」               3 学年  三田村 祐 二 

  

3 年生の見学旅行は今年も関西方面ということで、奈良・京都・大阪を中心とした見学をして参りました。 

 奈良の東大寺、京都の金閣寺や龍安寺、三十三間堂など、名だたる文化財と名所旧跡を見学することができ

ました。清水寺だけは工事中で「清水の舞台」が工事用の足場に囲われていたのが残念でしたが、新緑の山々

の景色は堪能することができました。 

 本州方面での風疹の流行も心配されましたが、生徒達は病気をすることもなく、元気に 3泊 4日の日程を楽

しむことができたのではないかと思います。これも、旅行道具の準

備や経済的負担など、ご家庭のご協力があってのことです。ありが

とうございました。きっと、今後の人生の中で楽しい思い出として

振り返ることでしょう。 

 見学旅行後は体育大会、遠足と行事が続き、夏休みがあけたら 2

学期は現場実習、学校祭です。 

 

 



  「第９回 体育大会を終えて」     

 文化体育部 体育大会担当 宝 沢 潤 希 

 

6月 8日（金）に実施を予定していた体育大会ですが、当日は雨天のため順延になり、11日

（月）に開催しました。各学年団長の「仲間との絆を大切に」という力強い宣誓で大会の幕が開き、生

徒達は記録を少しでも伸ばそうと真剣な姿勢で取り組み、仲間の頑張る姿を見ては熱い声援を送ってい

ました。自己記録更新や大会記録が数多く誕生するなど、生徒一人一人が精一杯の力を発揮すること

ができたのではないでしょうか。3年生の優勝で幕を閉じた体育大会でしたが、最終種目までど

の学年が優勝しても分からない展開に、手に汗握る体育大会となりました。 

夏休みが明けると現場実習や新高祭があります。現場実習でも一生懸命に「全力」で、新高祭

では「仲間との絆を大切に」取り組んでほしいと思います。平日に関わらず、応援に駆けつけて

頂いた保護者の皆様ありがとうございました。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

新高オープンスクール 2018       

 教務部長 西 村 宏 志 

 

5月 24日（木）と 6月 14日（木）の 2回において「新高オープンスクール」を実施しました。参加者が

作業学習体験を通して学習活動への理解を深めてもらうことや、保護者及び中学校などの先生に対して

学校の概要を説明する場として毎年この時期に行っていま

す。園芸科では、今が旬の野菜である水菜を収穫し、計量、袋

詰めから販売するまでの作業を体験してもらいました。スー

パーなどでは袋詰めされているものしか見たことがない水菜

が、ビニールハウスで栽培されている状況を目の当たりにし、

作業体験をした中学生はもとより、見学していた保護者の方

も大変興味を示していただけたようです。販売の場面では、本

校生徒と一緒に「いらっしゃいませ！」とお客さんに声を掛

け、笑顔で接客の楽しさを味わっている様子が大変印象的でした。 

                           

水菜の収穫（せん定バサミでカット）

の仕方を教わっている様子[園芸科] 



「茶話会」                          茶話会担当 數 馬 毅 仁  

 

昨年は残念ながら、臨時休校のため、中止となってしまいましたが、6月 1日（金）本校格技場で茶話会

が開催されました。40名の保護者の皆様に参加していただきました。 

初めは、緊張も見られましたが、学校、寄宿舎、各御家庭でのお子さんの様子を話し合う中で自然と打ち

解け合い、とても明るい茶話会となりました。茶話会中は、新入生歓迎会や見学旅行の写真や映像を放映

しました。生徒が元気に活動する様子を見て、会場はたくさんの笑顔にあふれていました。たくさんの御

参加ありがとうございました。来年度も、多くの皆様に参加していただけることを願っています。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 ～学校評議員会～                                         教頭 松 岡 達 也  

  

 今年度の評議員の方々は、伊藤様（北翔大学教授）、今田様（㈲今田自動車商会代表取締役）、上田様（北海

道自閉症協会会長）と新たに佐藤様（新篠津福祉会ふれあいの苑施設長）、伊波様（本校 PTA 会長）の 5名に

お願いをしています。6月 22日に行われた第１回学校評議員会では４名の方が来校し、授業の見学や意見交

換を行いました。次回は 11月を予定しています。 

 

「おやじの会」グラウンド整備 

おやじの会担当 香 城 望 

「おやじの会グラウンド整備」を 6 月 3 日に実施しました。保護者がグラウンド整備をしている間、生徒は

バーベキューの準備です。時折、雨が降る中での整備でしたが、作業後のバーベキューは皆の笑顔にあふれ

ていました。 

 

 



～図書室より～                     情報教育部 松本 紀子 

 

 図書室では、昨年度から貸出方法や蔵書の管理方法を大幅に見直し、図書委員の生徒ととも

に、より使いやすくするための整備に取り組んでいます。一新した図書室へ、御来校の際には

ぜひお立ち寄りください。 

 

 

 

 

「春のしんしのつ会」               進路指導部 高 佐 裕 一 

  

卒後支援の一環として 6 月 2 日（土）に行われた「春のしんしのつ会」は、北海道博物館を見学した

後、すたみな太郎で昼食という内容で、卒業生 111人の参加がありました。 

札幌駅に集合した卒業生たちは、大型バス 3 台に分乗し移動しましたが、バスは職員も合わせると、

ほぼ満員状態です。そして、バスの中では先生に早速近況報告をしたり、久しぶりの仲間たちと懐かしい

話をしたりと笑顔も満載のバスとなりました。 

北海道博物館では、回生ごとの小グループに分かれて見学し、北海道の歴史や文化を学びました。昭和

の生活を展示しているコーナーでは「おじいちゃんの家にあった」など、様々な声も聞こえました。 

その後、いよいよ「すたみな太郎」へ。焼き肉や寿司、デザートなど好きなものを何回も「おかわり」

に行き、仲間たちと話も弾み、おなかも心も満タンに充電することができました。卒業生は充電リフレッ

シュすることができ、明日からのそれぞれの仕事にも活力になったものと思います。 

このほかにも卒後支援の行事は「夏の一泊旅行」や「冬のしんしのつ会」があり、春と冬は卒後３年と

継続希望の３年間まで参加できますので、ぜひ元気な姿を見せてください。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      編集後記 

 今年は例年になく雨天が多く、天候が心

配される中実施された体育大会、遠足でし

たが、ようやく夏らしい明るい天気に恵ま

れてきました。 

 明日からの長期休業も、暑さに負けずに

元気で有意義に過ごしてもらえることを

願っています。 
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doken- sodan@hokkaido- c.ed.jp 
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